

























1  文部科学省「我が国及び諸外国の学制について」（第14回教育再生実行会議資料，2013年10月31日） 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouikusaisei/dai14/gijisidai.pdf；黒田多美子「ドイツにおける教育改革を
めぐる論議と現状：ハンブルクの事例から」（『獨協大学ドイツ学研究』62，2009.9），など。
2  『ニューズウィーク日本版』，TBS ブリタニカ，1991年12月 5 日号，参照。






















































6  Vgl. Lexis, W. (Hrsg.): Die Reform des höheren Schulwesens in Preussen. Halle a. S.: Verlag der Buchhand-
lung des Waisenhauses, 1902. また，日本では長尾十三二の研究が詳しい。長尾十三二［ほか］著『中等
教育史 2 』〈世界教育史大系25〉講談社，1976，参照。
7  Vgl. Lemm (Hrsg.): Schulgeschichte in Berlin, 1987, S. 86. ; 伏見猛彌「独逸の教育」『岩波講座教育科学』
第一冊，1931年。














Westfalen, Kreis Soest, Regierungsbezirk Arnsberg）の 1 上構学校の事例を取り上げて究明したの
が，本稿で検討する事例研究である。
Bracht, Hans-Günther: Das höhere Schulwesen im Spannungsfeld von Demokratie und 
Nationalsozialismus: ein Beitrag zur Kontinuitätsdebatte am Beispiel der preußischen 










Vgl. Die Reichsschulkonferenz 1920: ihre Vorgeschichte und Vorbereitung und ihre Verhandlungen Amtlicher 
Bericht, erstattet vom Reichsministerium des Innern, Quelle & Meyer, 1921.
9  「橋渡し機能」（Zubringerfunktion）。クーレマンによる。Vgl. Kuhlemann, Frank-Michael: „Niedere Schu-
len.“ In: Berg, Christa (Hrsg.): Handbuch der deutschen Bildungsgeschichte. Bd. IV. 1870-1918: Von der 































　　　 1 ．リューテン町・警察区・郡　 2 ．カトリック主義　 3 ．PSK〔州学務委員会〕と文部省
Ⅲ．1932年の最初のアビトゥーアまでの上構学校の発展




10 遠い日本からの来訪であったので，地方紙が面談のことを記事にしてくれた。（注 4 参照）
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ブラハトの研究の出色は，何よりも，カトリック地方の 1 上構学校の個別史であるという点
にある。一般に上構学校（Aufbauschule）というと，それの多くを占める「ドイツ高等学校」
（Deutsche Oberschule）［＝「文化科」Kulturfächer ― 宗教，ドイツ語，哲学概論，歴史，公
民，地理の 6 科を「文化科」と一括したドイツ学中心のカリキュラム ― を主内容とする新中等
学校］と混同されたり，ドイツ学重視の教育内容のゆえに，また，これを主導したプロイセン文




















11 Vgl. Eilers, Rolf: Die nationalsozialistische Schulpolitik. Köln/Opladen: Westdeutscher Verlag, 1963; Müller, 
Sebastian F.: „Zur Sozialisationsfunktion der höheren Schule. »Die Neuordnung des preußischen höheren 
Schulwesens« im Jahre 1924/1925“. In: Heinemann, Manfred(Hrsg.): Sozialisation und Bildungswesen in der 































12 Vgl. Bracht, Hans-Günther: Das höhere Schulwesen im Spannungsfeld von Demokratie und Nationalsozialis-








14 Vgl. Bracht, S. 275-288.
15 プロイセン文部省（編）（小峰総一郎訳）「ドイツ高等学校・上構学校教則大綱」『中京大学教養論叢』第34
巻第 1 号，1993.7；――「プロイセン中等学校制度の新秩序」『中京大学教養論叢』第35巻第 1 号，1994.9； 
――「ハンス・リヒヤートとプロイセン中等学校改革」日本教育学会『教育学研究』第63巻第 4 号，
1996.12，参照。
16 Richert, Hans(Hrsg.): Richtlinien für einen Lehrplan der deutschen Oberschule und der Aufbauschulen. 
Berlin: Weidmann, 1928, 4. Aufl.(Weidmannsche Taschenausgaben von Verfügungen der Preußischen Unter-
richtsverwaltung / herausgegeben v. Hans Güldner u. Walter Landé, Heft 6), S. 190. 















































1926 　　①初代校長シュニーダーテューンス　Philipp Schniedertüns（1926-1930，6 年間）
1930 　　②代校長　フルック Hans Fluck，1930-1932, 2 年間）
1931/32 上構学校完成，第 1 回アビトゥーア生輩出


























ｂ．フルック校長（Dr. Hans Fluck，1930-1932， 2 年間在任）





17 以上シュニーダーテューンス校長については Vgl. Bracht, S. 289-293.

















［科目　●はドイツ文化科］ UIII OIII UII OII UI O1
1 ． ●カトリック宗教 2 2 2 2 2 2
2 ． ●ドイツ語・歴史物語 5 5 5 5（4）※ 4 4
3 ． ラテン語 - - 5（4） 4 4 4
4 ． 英語 7 7（6） 4 3 3 3
5． ●歴史（公民） 3 3 3 4 4 4
6． ●地理 2 2 2 2 2 2
7． 算数・数学 5 5（4） 4 4 4 4
8． 生物 2 2 2 1（0）？ 1（2）？ 1（2）？
9． 物理 2 2 2 2 2
10． 化学 - - 2 2 2
11． 図画 2 2 2（1） 2 2 2
18 Vgl. Bracht, S. 289-293.
19 Schmoldt: Zur Theorie und Praxis des Gymnasialunterrichts (1900-1930). 1980, S.110.
20 「その際，次の一点だけは絶対に合意しておかなくてはならないと思う。つまり，ドイツ的教養内容を伝




21 Vgl. Bracht, S. 329.
ライン地方のあるギムナジウム（１） 11
12． 裁縫 2
13． 唱歌（音楽） 1 1 1 1 1 1
14． 体育・男子 4 4 4
15． 体育・女子 4
























表2-5. ドイツ高等学校型上構学校［ 6 年制］時間配当
［科目　●はドイツ文化科］ ＵⅢ ＯⅢ ＵⅡ ＯⅡ ＵⅠ ＯⅠ
1 ●宗　　教 2 2 2 2 2 2
2 ●ドイツ語 5 5 5 5 4 4
3 ●哲学概論 - - - - 1 1
4 ●歴　　史 3 3 2 4 3 3
5 ●公　　民 - - 1 1 1
6 ●地　　理 2 2 2 2 2 2
7 数　　学 5 5 4 4 4 4
8 自然科学 4 4 4 5 5 5
9 第一外国語＊ 7（6） 7（6） 4（3） 4（3） 4（3） 4（3）
10 第二外国語＊ - - 4（5） 4（5） 3（4） 3（4）
小　　計 28（27） 28（27） 28 29 29 29
11 図　　画 2 2 2 2 2 2
12 音　　楽 2 2 2 2 2 2
13 体　　育 3 3 3 3 3 3
22 （小峰訳）「ドイツ高等学校・上構学校教則大綱」，361ページ。
23 同所。
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が 1 時間多い。逆に上級の OII，UI，O 1 は1時間少ない。
③第二外国語（ラテン語）の開始年 UIII に， 1 時間少ないことも認めている。
④理科は，開始年（UIII）は 2 時間少ない。
⑤唱歌（音楽）が全 6 年に 1 時間少ない。
つまり，国民学校（小学校）で未修の英語教育は上構学校開始時に手厚くしたということであ








































































合　計 40（28，12） 100 68（53，15） 99.9
















































































































25 Vgl. Bracht, S. 323.
ライン地方のあるギムナジウム（１） 15
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